
市長定例記者会見

令和4年８月２２日

桑名市



市議会定例会［９月］

提出議案の概要について
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補正予算の規模

一般会計補正予算（第６号） 補正額 １４億６，６２8万9千円

企業会計補正予算 補正額

◎ 一般会計（補正第６号）

・人口減少対策パッケージの中で、子育て施策として①子ども医療費や児童手

当の所得制限を市独自でなくすため、②保育料における多子世帯の軽減基準

を見直すための2点を実施するためのシステム改修経費、及び立地企業の従

業員居住地調査等を行う経費

・路面損傷が進行している市道上之輪嘉例川線の舗装工事

・大河ドラマ「どうする家康」の放送に合わせて、本多忠勝と千姫の大河ドラマ

誘致に向け、市民の機運を醸成するための経費 ほか

補正予算の概要

１４万５千円

令和４年9月定例会の主な議案



令和４年9月定例会の主な議案
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◎ 桑名市上野浄水場更新整備事業者選定委員会条例の制定について

桑名市上野浄水場更新整備事業の実施において、最も適した事業者を

公募型プロポーザル方式により選定するにあたり、選定委員会を設置す

るため、条例を制定する。

◎ 桑名市議会議員及び桑名市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等

の公営に関する条例の一部改正について

公職選挙法施行令の改正に伴い、桑名市議会議員及び桑名市長の選挙の

公営費を改定するため、所要の改正を行う。

条例の改正
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人口減少緊急対策の実施について

桑名市 ９月補正 予算
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人口動向の概要【総人口と年齢別人口の推移】

➢総人口は、平成27年の14万3千人をピークに減少し、令和4年2月に14万人を下回る事態に。

➢年齢別人口は、少子高齢化の進行に伴い、年少人口・生産年齢人口が減少し続けているのに対し、

老年人口は増加し続けている。

➢特に、令和元年以降、２年間で約２千人という著しい人口減少がみられ、「年少人口」は約900人、

「生産年齢人口」は約1,600人の減少となった。 ※令和4年7月末現在の人口：１３９，８３６人
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「生産年齢人口」の外部からの流入を促進する

実施中 ・企業誘致 ・移住 就業補助 ・定住促進奨励金

「生産年齢人口」が子育てしやすい環境を整える

今の子ども・若者の考えや気持ちに寄り添った施策を実施し
将来の「生産年齢人口」を獲得・確保する

子ども・若者の価値観・ニーズを捉えた施策

フェーズ① 流入促進

フェーズ② 定着環境整備

フェーズ③ 流出抑制 等

市内立地企業の従業員住居実態等調査

準備中

R4.9補正

R4.9補正

令和５年度
対策拡充予定

子育て施策の所得制限撤廃
・子ども医療費 ・児童手当 ・保育料軽減(第2子第3子)

待った無しの人口減少に対し、フェーズに応じた施策をパッケージングし、緊急的に実施。

行財政改革の成果(財政好転)を活かし、機動的な財政出動を行うと共に大胆な一手を打つ！

令和５年度
制度開始予定

令和５年度
事業開始予定

＊令和5年度実施に向けシステム改修

＊より実効性の高い施策や
既存施策の拡充を検討

桑名市人口減少対策パッケージ“14万”リバウンドプラン
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令和3年度決算報告
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財政は劇的に改善

10年間の行財政改革の結果
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経常収支比率の状況
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経常収支比率の推移

桑名市 類似団体

前年度比4.2ポイントの改善

※「経常収支比率」は、市税や地方交付税など使い道が自由な一般財源に対して、必ず支出しなければならない経費の割合

(％)

経常収支比率の状況について、令和３年度は、新型コロナウイルス関連の国庫補助金

等を効果的に活用したこともあり、前年度比4.2ポイント改善した。平成29年度以降

５年連続で改善となった。
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基金の状況

(億円)

市のいわゆる貯金である基金の年度末現在高については、平成27年度から７年連続の

増加、また平成28年度からは６年連続で新市発足以来の過去最高額を更新している。

これは、歳入歳出の財政構造が改善してきたことや、新型コロナウイルス感染症対策

を行う中でも、適切な財政経営ができたことを示している。基金は、今後の投資の財

源となるとともに、自然災害等など、予期せぬ事態への対応の備えとして活用する。
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財政調整基金 減債基金 その他特定目的基金

前年度比１8.4億円の増加
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健全化判断比率の状況

前年度比0.5%の改善

実質公債費比率、将来負担比率の２種類の健全化判断比率についても、これまでの行

財政改革が実を結び、令和３年度決算では、平成19年度の算定開始以来、最も改善し

た比率となった。

204.9
175.2 164

147.2
130.5

115.5
97.7 89.2

67.2 56.4 54.6 56.9 64.7
57.8

50.7
50

100

150

200

250

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

将来負担比率の推移
(%)

前年度比7.1%の改善
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市税収入の状況
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市税収入の推移
前年度比6.3億円の減少(億円)

市税収入は、平成25年度以来、８年ぶりに、前年度比で6.3億円の減収となった。７

年連続で増収が続いていたが、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、個人

住民税は前年度比2.8億円の減少、固定資産税は前年度比4.8億円の減少となった。な

お、国の制度による固定資産税減少分のうち3.8億円は、国から地方特例交付金とし

て交付を受けた。
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市民の負託に応えるまちづくり

桑名市では、総合計画を推進する「３本の柱」を軸に据え、まちの魅力向上、市民の

皆様の暮らし向上を目指してまちづくりを行ってきた。今回の市民満足度調査の結果、

総合計画において掲げるほぼすべての施策において、満足度が上昇した。

３本の柱

① 防災力の強化

② スマート自治体への転換

③ 安定した財政基盤の確立

14



満足度のその先をめざして

今後は、引き続き健全な財政経営を進めるとともに、全員参加型で持続可能なまちづ

くりを進めるため、新たな課題にも取り組むとともに、生活に密着した目の前の課題

である「防犯・交通安全」、「道路」、「公共交通」の対応を行う。また、未来への

投資である各種大型プロジェクトを力強く推進し、市民の皆さまに幸せを感じていた

だけるまちづくりをめざす。

など

健全な財政経営

人口減少対策 ゼロカーボン DXの推進新たな課題への対応

➀ 防犯・交通安全

② 道 路

③ 公 共 交 通

目の前の課題への対応

小中一貫校整備

消防庁舎等再編整備

大山田PA
スマートIC化検討

未来への投資
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その他の発表事項
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「桑名市津波避難誘導デッキ」 竣工式及び
伊曽島地区自治会連合会自主防災訓練の実施について
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「桑名市津波避難誘導デッキ」 竣工式及び
伊曽島地区自治会連合会自主防災訓練の実施について

■日時

竣工式 令和４年９月１７日（土）

午前10時から

自主防災訓練（避難訓練）

令和４年９月１７日（土）

午前10時30分から

■場所

桑名市長島町白鶏1番地19

整備地

伊曽島まちづくり拠点施設

伊曽島漁業協同組合

至長島温泉

至国道23号

18



桑名市津波避難誘導デッキ 施設概要
・敷地面積 約3,895㎡

・津波緊急避難場所（プレキャスト・プレストレストコンクリート造）

・施設面積 約1,500㎡ （約500 ㎡×３層） 備蓄倉庫・太陽光発電あり

※備蓄倉庫は、緊急時に簡易トイレ設置場所、着替え、授乳スペース等として利用

避難床高

1層目（2階部分）約５ｍ

2層目（3階部分）約８ｍ

3層目（屋上部分）約11ｍ

敷地内配置図

「桑名市津波避難誘導デッキ」 竣工式及び
伊曽島地区自治会連合会自主防災訓練の実施について
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「桑名市津波避難誘導デッキ」 竣工式及び
伊曽島地区自治会連合会自主防災訓練の実施について

整備理由

整備地の長島町伊曽島地区

南海トラフの理論上最大クラスの地震による津波浸水想定では地区のほぼすべてが浸水

海抜ゼロメートル地帯であり、ひとたび浸水すると長期間にわたって水が引かない

可能であれば津波到達までの時間を利用して津波浸水想定区域外へ避難することが重要

でも、地震動で水門や堤防が損壊し、津波の到達を待たずに浸水が始まるかもしれない

すぐにでも近くの高台に避難する必要がある

津波避難誘導デッキを整備
20



「桑名市津波避難誘導デッキ」 竣工式及び
伊曽島地区自治会連合会自主防災訓練の実施について

桑名市津波避難誘導デッキ

・すぐにでも高台へ避難する必要がある場合

・浸水想定区域外まで避難できない要配慮者や逃げ遅れた方

・余震などでどうしても津波到達までに安全な場所へ避難ができない場合

などに、津波から目の前の命を救うための緊急避難場所です。

名称 「津波避難誘導デッキ」 について

可能であれば津波到達までの時間を利用して「安全な場所まで避難してほしい」

「避難を誘導したい」という思いが込められています。
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「桑名市津波避難誘導デッキ」 竣工式及び
伊曽島地区自治会連合会自主防災訓練の実施について

伊曽島地区自治会連合会 自主防災訓練（避難訓練）

訓練想定（案）

・午前10時30分 震度6強の南海トラフ地震が発生

・伊勢・三河湾に津波警報が発表

・桑名市の沿岸部に避難指示が発令

・自宅から徒歩で桑名市津波避難誘導デッキに緊急避難
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環境×DX
スマート自治体
への転換

デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進

～デジタルファースト宣言第14弾～

オンライン申請100％化への取り組み

環境対策係の
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そこで

桑名市で完結する環境に関する

35 の手続のうち今回2７件の手続でオンライン化を実現！

※新システムの導入を控えているものや、施設予約を伴うものを除く

（既に2件の手続がオンラインで行えます。）

背景

全くスマートではない
環境にもやさしくない

今回

スマート窓口の推進で、より便利に！簡単に！

★環境対策係のほぼ全部の手続で書類の提出が必要

環境対策係のオンライン申請100％化への取り組み

９月１日㈭ 市ホームページ・LINEから申請が可能開始日
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環境対策係のオンライン申請100％化への取り組み

9月1日からオンライン申請が開始する申請書（27件）

アダプトプログラム申込書 「緑のカーテン自慢！」壁面緑化の写真募集 分骨証明申請書

環境美化活動に関する合意書 犬及び猫の不妊去勢手術費補助金交付申請書・請求書 火葬許可証にかわる証明書の交付申請書

清掃用具等支給物品申請書 墓地等経営許可申請書 斎場、葬儀場及び霊安室使用料減額申請書

環境美化活動実施報告書 墓地等変更許可申請書 桑名市市外火葬場使用料補助金交付申請書

事故報告書 墓地等廃止許可申請書 桑名市市外火葬場使用料補助金交付請求書

変更届出書 墓地・火葬場新設(変更・廃止)届 公衆浴場補助金交付申請書

アダプトプログラム辞退届 墓地等工事完了届 害虫駆除薬剤補助申請書

花の苗配布申請書 火葬証明申請書（大人・小人・死産児） 超音波式猫除け器（ガーデンバリア）貸出申請書

植栽報告書 火葬証明申請書（身体の一部） 騒音計・振動計等貸出申請書

導入予定の申請書（6件） 状況 実施時期

犬の登録・狂犬病予防注射済票再交付申請書 新システム導入予定 令和5年中予定

犬の鑑札再交付申請書 新システム導入予定 令和5年中予定

狂犬病予防注射済票再交付申請書 新システム導入予定 令和5年中予定

斎場、葬儀場及び霊安室使用許可申請書 調整中 未定

斎場使用許可申請書（身体の一部、死胎、胞衣、産汚物又は動物） 調整中 未定

会議室使用許可申請書 調整中 未定 25

開始済の申請書（2件） 実施時期

犬の死亡届 R3.11～

犬の登録事項変更届 R3.11～



〇 犬の死亡届・登録事項変更届 （令和３年１１月から開始済）

〇 アダプトプログラム（清掃・美化活動）

〇 犬及び猫の不妊去勢手術費補助金交付申請

〇 火葬証明書 など

ここが便利に！

オンライン申請対象

土日・夜間に申し込めない
キャッシュレス決済が使えない

現 状 めざす姿

WEBから２４時間申し込み可能
ペーパレス化
キャッシュレス決済で利便性向上

DXで解決

環境対策係のオンライン申請100％化への取り組み
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受
付
完
了

スマートフォン、PC等からTOP画面に

アクセスし、画面に沿って、申請者の情報

などを入力します。

確認画面へ進み、入力内容を確認して

送信ボタンを押すと完了です。

※画像はイメージです。

【例】アダプトプログラム申込書の場合

環境対策係のオンライン申請100％化への取り組み

27



を進め、窓口業務の100%デジタル化へ！

今後の予定

環境×DX

環境対策係のオンライン申請100％化への取り組み

県への届出など市で完結しないものについて
→課題整理や事務フローの見直しなど手法等の検討

導入済み

９月1日スタート
新システム導入時

調整中（施設予約を伴うもの）

２件

27件
３件

３件
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デジタルトランスフォーメーションの推進

～デジタルファースト宣言企画第14弾～

戸籍・住民登録課のスマート窓口推進！

１．「書かない窓口」を始めます

２． マイナンバーカード窓口体制を強化します

３．「おくやみコーナー」を充実します

29



窓口

本人確認書類
転出証明書提出

転出証明書の書かれた文字を
読み取り自動でデータ化

職員の聞き取り確認後
住民異動（転入）届完成
お客様は確認サインのみ

スキャナ

「転入」の届出で、来庁者が持参する転出証明書をOCR

で読込み、現行の住民異動届を作成しない、電子的な転

入届を実施します。

令和４年9月１日（木）から

１．「書かない窓口」を始めます

戸籍・住民登録課のスマート窓口推進！
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記入負荷

待ち時間
増加

受付作業
負荷

入力作業
負荷

捜索負荷
保管
コスト

受
付

処
理
・
審
査

後
方
作
業

住民 職員

●戸籍・住民登録課窓口における業務課題

１．「書かない窓口」を始めます
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戸籍・住民登録課のスマート窓口推進！



　○○市長　あて

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 1３ 1 2 世帯主

世帯員

平成　　年　　月　　日 代理人

（実際に住み始めた日または転出の予定日） （　　）

氏名 旧続柄 新続柄

在留資格
在留カード等の番号 在留期間の満了の日

異
　
動
　
者

住民異動届

□中長期在留者
□特別永住者
□（　　　　　）・　　・ ・　　・ ・　・

4
明・大・昭・平 男

・
女

□中長期在留者
□特別永住者
□（　　　　　）・　　・ ・　　・ ・　・

3
明・大・昭・平 男

・
女

・　　・ ・　　・ ・　・

・　　・ ・　・

2
明・大・昭・平 男

・
女

□中長期在留者
□特別永住者
□（　　　　　）

法30条の45に
規定する区分

年　金

・　　・

（フリガナ）
氏　　名

明・大・昭・平 □中長期在留者
□特別永住者
□（　　　　　）

在留期間等
生年月日年月日 性別

世帯主との
続柄

国籍・
地域

男
・
女

新
住
所

旧
住
所

旧
世
帯
主

本
籍

筆
頭
者

世帯主変更による続柄修正

氏名

連絡先（自宅/携帯）　　　　（　　）

代理人住所

新
世
帯
主

一
部

届
出
人

届出日
（きょう）

平成　　年　　月　　日

転

出

職

権

消

除

異
動
区
分

全
部

世

帯

変

更

職

権

記

載

職

権

回

復

転

出

取

消

職

権

修

正

異
動
事
由

転

入
（

特

例
）

転

入

転

居

世

主

変

更

世

帯

合

併

世

帯

分

離

1

異動日窓口

4人家族で約40項目程度を正

しく記載する必要があります。

「時間」も「手間」も
かかります。

✓ 多くの項目を手書きで書かなければならない

✓ どこに何を書いたらいいのか分かりづらい

✓ 他に手続きがあれば、同じ情報を何度も手書き

記載台

届書

届書

１．「書かない窓口」を始めます
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戸籍・住民登録課のスマート窓口推進！



マイナンバーカード窓口を一元化するため、

８月２９日(月)から、

本庁舎１階にあるマイナンバー交付窓口を

本庁舎の地下(旧環境対策課)へ移転します。

33

マイナンバーカードの申請から交付までのサ
ポートを総合的に行い、市民の皆様の
マイナンバーカード取得の推進を図ります‼

２．マイナンバーカード窓口体制を強化します

33

戸籍・住民登録課のスマート窓口推進！



９月１日(木）増設移転します。

落ち着いた空間での手続、相談できるス

ペースも確保するなど、受付体制を充実さ

せ、届出窓口のワンストップ化を図ります。

●二人で訪れると、狭く感じる。

●周りの声が聞こえるので、聞き取りにくい時がある。

●もう少しゆったりとしたスペースで話を聞きたい。

利用者の声

３．「おくやみコーナー」を充実します

34

戸籍・住民登録課のスマート窓口推進！

手続・相談窓口
1カ所

・手続窓口

・相談窓口

2カ所に増設



①人と人の接触時間を低減

②業務の効率化及び市民の利便性の向上

③複数の窓口を統合することで、
ワンストップ化へつなげる

期待される効果

35

戸籍・住民登録課のスマート窓口推進！



桑名城跡県指定８０周年記念

シンポジウム「三重県の近世城郭」開催

36



スマホアプリ「桑名城探訪」

ダウンロード４月２０日スタート！！

ダウンロード約３０００件！！
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桑
名
城
天
守
Ａ
Ｒ
画
像

桑名城跡県指定８０周年記念

シンポジウム「三重県の近世城郭」開催
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日時：９月２３日（金・祝）１３時～１６時（開場１２時３０分）

場所：柿安シティホール（市民会館）２階小ホール（定員２９０人）

開催日時・場所

基調講演
竹田憲治氏（三重県埋蔵文化財センター所長）
「三重県の近世城郭～その保存と活用～」

司会
クリス・グレン氏
（ラジオＤＪ・桑名市ブランド推進委員会専門委員）

シンポジウムパネリスト
司会：クリス・グレン氏

笠井賢治氏（伊賀市教育委員会）「上野城」

豊田祥三氏（鳥羽市教育委員会）「鳥羽城」

竹田憲治氏

申込方法 電話か、専用の申込フォームから

桑名城跡県指定８０周年記念

シンポジウム「三重県の近世城郭」開催
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津
城
天
守
台

鳥
羽
城
三
之
丸

上
野
城
高
石
垣

松
坂
城
石
垣

桑名城跡県指定８０周年記念

シンポジウム「三重県の近世城郭」開催
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三浦正幸先生監修

桑名城天守ペーパークラフト発売！！
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日時：８月２５日（木）

場所：七里の渡しインフォメーションショップ

宿場の茶店 一（ハジメ）

発売日時・場所

概要

小売り価格は1,200 円（税抜き）を予定価格

・3DCG データを活用して天守閣をペーパークラフトで立体化。

・城郭のペーパークラフト化で豊富な実績のあるファセット社に商品化を依頼。連携して

三浦先生が監修。

・ファセット社の『日本名城シリーズ1/300』のラインナップとしてファセット社が販売

元となる。

・ホビーユーザー層向けの作り込みなので、パーツが細かく、慣れた方でも制作に６～８

時間程度かかる想定。ラインナップ中では中程度の難易度。

三浦正幸先生監修

桑名城天守ペーパークラフト発売！！
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三浦正幸先生監修

桑名城天守ペーパークラフト発売！！
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桑名ほんぱく
（桑名本物力博覧会）の開催について
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桑名ほんぱくのねらい

▼「本物力こそ、桑名力。」を具現化する取り組み
・桑名に住んでいることを誇りに思う人が増える。
・桑名の新しい魅力を自ら伝え、発信する人が増える。
・新たな関係の構築により新たな行動が生まれる。

桑名ほんぱくの概要

▼プログラム実施期間：

令和4年9月23日（金・祝）～12月18日（日）

▼企画プログラム数：54プログラム （昨年度：53プログラム）

▼開催場所：桑名市内

▼申込開始： web受付 9月 10日（土）20時から

電話/FAX受付 9月 11日（日）正午から

▼参加団体：51の市民団体、事業者等（初参加６団体）
▼説明会や電話、メールで内容を深めながら
プログラムを作成

桑名ほんぱくの企画・運営

桑名ほんぱくについて
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昨年度開催した桑名ほんぱくの実績

47

コロナ第５波下でのスタート

2021年度のほんぱくはweb予約申込開始数時間前に緊急事態宣言が延長され、一部

のプログラムが延長・中止が急遽決定するなど、慌ただしくスタートした。

▼55プログラムがエントリー（52団体が参加）→２プログラム１団体がキャンセル。

一方で予約不要のプログラムはいずれも好評で、参加人数が多かった。

▼合計1,771人が参加（2020年度は646人）

参加者の傾向

▼男女別参加率・・・男性20.7% 女性 79.3％

▼参加者の居住地・・・桑名市 58.4％

▼参加者の職業・・・会社員 27.7%

主婦/主夫 24.5%

パート非常勤 18.3%

▼参加者の年齢層・・・40代 17.5%

50代 25.7%

60代 23.9%

寺町通り商店街でストリートピアノ



桑名ほんぱく2022の主なプログラム

48

桑名の本物を味わう

桑名の名産や素材を
味わうことができるプログラム

桑名の歴史・文化を訪れる

桑名の歴史ある場所で
特別な体験をするプログラム

54プログラムを４つのカテゴリーに分類

▼３DCGで迫力の桑名城を目の当たりに
▼博物館学芸員と桑名の文化財を巡る

▼醸造家と味わう桑名産クラフトビール
▼美鹿山荘の工場見学



桑名の技術・芸術を学ぶ

桑名の職人の技や芸術工芸などを
学ぶことができるプログラム

桑名で身も心も美しく

健康や感動にふれることができ
るプログラム

54プログラムを４つのカテゴリーに分類

▼秋のバラ園
▼六華苑の庭園で、本物のフラメンコ

▼鋳造体験工房で本格的なモノ作り体験
▼プロの着付け&老舗料亭でランチ

桑名ほんぱく2022の主なプログラム
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